
会員 73 名中 50 名出席 68.49％ 

       修正 55 人     75.34％ 

メイクアップ 5 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会長挨拶  松﨑 弘昭 会長                                 

今日は、来月 10 日以降の例会運営をどのようにしたら良いかを検討するため、先週に引き続き試験
的な例会ということになります。 

オンライン例会のスムーズな進行には、運営側は勿論ですが、会員の方々にもパソコン等の操作に、
数をこなして慣れていただくことが欠かせません。また、パソコンやスマホ等の操作には会員の方々
によって得手不得手があることにも配慮しなければなりませんし、何らかの形で全ての会員の方々が
参加できるようにすることが必要だと思っています。何れにしても、暫くの間、何かとご不便をお掛
けすることになりますが、お許しを頂きたいと思います。 

ここ一年の間、何かと新型コロナウィルスに翻弄され厳しい状況に置かれている訳ですが、信州地
方に小谷(おたり)村というところがあって、ご存じの方もおられるかもしれませんが、そこで雪中キャベツというも
のを作っている農家があります。深い雪を掘り出して収穫し出荷しているのですが、これが、とにかく甘いのです。厳
しい寒さに絶え抜くために体に糖分を溜め込むためだと言われていますが、厳しさに絶え抜いた人間が優しいという
ことと同じなのかも知れないと共感を覚えます。そして、私達クラブも、創立 50 周年を迎えて、いろいろな厳しさを
乗り越えて変化していかなければいけないと思うのであります。 

さて、職業奉仕月間に合わせた話になりますが、近隣国での企業の 50 年後～100 年後の生存率はどのくらいかを見
てみると。驚くほど低い数字だそうです。因みに、日本には 200 年以上続いている企業が 3000 社あります。韓国は 0、
中国は 9 社しかないそうです。老舗に共通するものは、創業の理念を大事にして、その理念に新たな命を吹き込み、
その理念を核にして時代の変化を先取りしていることだそうです。そのようなことを考えると、日本の老舗企業には
学ぶべきことが沢山ありそうです。 

「ロータリーの目的」の第 2項には、職業上の高い倫理基準を保つこと。 役立つ仕事はすべて価値あるものと認識
すること。社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。ということが掲げられてい
ます。このことを事業の基本理念に置いて、どのように時代が変わろうとも、世の中に無くてはならない必要とされ
る事業をしていく限り、老舗への道が開けてくるのかもしれません。 

皆さんも老舗企業への道を目指してみては如何でしょうか。 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

討議題材提供:会社の社員教育の題材として作ったもので、社員は仕事をしているのか作業をしているのか。を考え頂きたいと思います。 

社長、つまり皆さんが会社の部下に仕事上の用事を頼みます。「A君、これは、昨日お買い上げ頂いたものだが、何処々々の 

B さんに 10 時まで届けてくれないか。」、「B さんは、時間に厳しい方だから間違いのないようにたのむよ」、「はい、分かりました」

と言って A 君は出かけていった。ところが、10時 3分に Bさんから、えらい剣幕で苦情の電話があったのです。 

・・・どうしてこんな事になったのでしょう。そこで、AB双方からのその経緯について話を聞いてみました。・・・ 

A、「間違いなく社長に言われた通り 10 時少し前には B さんに届けました。私は、B さんから苦情がくるなんて信じられませんし、

なにも間違ったことはしていないので、こんな事になるなんて、とても心外です。 

B、「あんたのところの社員が、突然たずねてきて、何処の誰だかも名乗らないで、「これ、社長から預かってきました。」と 

一言って、たまたま家にいて対応に出た B の弟の目の前に紙袋に入った箱を置いて帰ってしまったという。 

Q この状況を踏まえて、何が問題なのか考えてみましょう。 

※A君にはあなただったらどんなことを言いますか。 

「バカヤローなにやってんだ」、「えっ! 言われたとおり、10 時前には確かに届けましたけど、どうして怒られないといけないので

すか。」、「ふざけるな! よく考えてみろ!」、「いくら考えても分かりません」、「指示されるならもっと分かり易くお願いします。」 

新春特別号④（第 26 回例会分） 

 2021.1.27  

■IAC 例会での一コマ（令和 3年 1 月 27 日）                        
 

松﨑会長コメント 

この例会を最後に引退する 3 年生 に対して 

福島南RCから奉仕賞をお贈りしたときの集合写真です。 

本来なら、笑顔の写真にしたかったのですが、コロナ

の関係でそれも叶わず、皆さんが心の中で精いっぱい

の笑顔をつくってシャッターが切られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■試験的オンライン例会の風景（うまく活用していきましょう！）         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


